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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボールスタッド（１）の一端に形成された球頭部（２）がソケット（３）内に保持され
、
前記ボールスタッド（１）の他端の軸部（４）はナックル（５）に締め付け固定され、一
端大径開口部（８）が前記ソケット（３）の外周面に固定保持され、他端小径開ロ部（１
５）が前記軸部（４）に嵌合保持された断面Ｌ字形状のリテーナー（６）外周面に保持さ
れ、前記大径開口部（８）と前記小径開口部（１５）とを連結している外側に張り出した
略鼓形状の膜部（７）を備えた弾性材製ボールジョイント用ダストカバーにおいて、
　一端（７１１）が前記リテーナー（６）に一体的に固着され、他端（７１２）が前記ソ
ケット（３）の外周面に固定保持された、前記膜部（７）の内側に存在する略鼓形状の弾
性材製内側膜部（７１）を備えていることを特徴とするボールジョイント用ダストカバー
。
【請求項２】
　前記内側膜部（７１）の他端（７１２）は、前記ソケット（３）の外周面と、前記大径
開口部（８）との間に、前記大径開口部（８）外周面に嵌合したスナップリング（９）に
より締め付け固定されていることを特徴とする請求項１記載のボールジョイント用ダスト
カバー。
【請求項３】
　前記内側膜部（７１）の他端（７１２）は、前記ソケット（３）の外周面に嵌合固定さ
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れた圧入環（７２）に一体的に固着され、前記大径開口部（８）が前記圧入環（７２）の
外周面に嵌合固定されると共に、前記大径開口部（８）には、前記圧入環（７２）の外周
面と係合する係止環（８１）が埋設されていることを特徴とする請求項１記載のボールジ
ョイント用ダストカバー。
【請求項４】
　前記内側膜部（７１）の肉厚は、前記膜部（７）の肉厚に比べ薄く形成されていること
を特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のボールジョイント用ダストカバー。
【請求項５】
　前記内側膜部（７１）の材質と、前記膜部（７）の材質とが異なる材質を使用している
ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載のボールジョイント用ダストカバー
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボールジョイント用ダストカバーに関する。
　また、本発明は、自動車懸架装置、操舵装置等に使用されるボールジョイント用ダスト
カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ボールジョイント継ぎ手部の防塵、防水を目的としてダストカバーが装着されて
いるボールジョイントとしては、図３に記載のボールジョイント用ダストカバーが知られ
ている。（特許文献１、２）
【０００３】
　この種ボールジョイント用ダストカバーのシール構造は、図３に示す様に、ボールスタ
ッド１００の一端に形成された球頭部２００がソケット３００内に保持されている。
　そして、ボールスタッド１００の他端の軸部４００は、ナックル５００に締め付け固定
されている。
　一方、ゴム状弾性材製ダストカバー６００の一端大径開口部８００が、ソケット３００
の外周面にスナップリング９００により固定保持され、他端小径開口部１５０が軸部４０
０に保持された構成となっている。
　そして、大径開口部８００と小径開口部１５０とを連結している膜部７００全体が外側
に張り出した鼓形状を呈している。
【０００４】
　そして、この種従来のダストカバー６００は、ボールジョイント内への水やダスト等の
浸入防止と、ボールジョイント内のグリースの流出防止の役割とを担っている。
　しかし、ダストカバー６００は、ゴム状弾性材製である為、小石等の衝突、周辺部材と
の接触等により破損する危険性を有している。
　そして、ダストカバー６００が破損した場合は、直ちに、ボールジョイント内のグリー
スの流出や、ボールジョイント内への水やダスト等の浸入を許容する問題を惹起した。
【０００５】
　そこで、ダストカバーを二重にして使用する態様が提案された。（特許文献３）
　しかしながら、小径開口部において二重膜構造となっている為、小径開口部における十
分な密封性が得られない問題を招来した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実開平４－３２３１３号公報
【特許文献２】特開２００４－９２７７６号公報
【特許文献３】実開平１－６００７８号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、小石等の衝突、周辺部材との接触等により、ダストカバーの膜部が破れたと
しても、ダストカバーの性能を維持すると共に、小径開口部における、シール機能の低下
する問題が無い、ボールジョイント用ダストカバーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係るボールジョイント用ダストカバーは、ボールスタッドの一端に形成された
球頭部がソケット内に保持され、前記ボールスタッドの他端の軸部はナックルに締め付け
固定され、一端大径開口部が前記ソケットの外周面に固定保持され、他端小径開ロ部が前
記軸部に嵌合保持された断面Ｌ字形状のリテーナー外周面に保持され、前記大径開口部と
前記小径開口部とを連結している外側に張り出した略鼓形状の膜部を備えたゴム状弾性材
製ボールジョイント用ダストカバーにおいて、
　一端が前記リテーナーに一体的に固着され、他端が前記ソケットの外周面に固定保持さ
れた、前記膜部の内側に存在する略鼓形状のゴム状弾性材製内側膜部を備えていることを
特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、以下に記載されるような効果を奏する。
　請求項１記載の発明のボールジョイント用ダストカバーによれば、小石等の衝突、周辺
部材との接触等により、ダストカバーの膜部が破れたとしても、ダストカバーの性能を維
持すると共に、小径開口部における、シール機能の低下する問題が無い。
　更に、請求項２記載の発明のボールジョイント用ダストカバーによれば、従来使用して
いるスナップリングを利用出来る為、安価に製造出来る。
【００１０】
　更に、請求項３記載の発明のボールジョイント用ダストカバーによれば、大径開口部に
おけるシール機能も、従来と同様の良好なシール機能を発揮出来ると共に、二重膜構造に
おいても、大径開口部の抜け防止機能の信頼性を、より高める事が出来る。
　更に、請求項４記載の発明のボールジョイント用ダストカバーによれば、ダストカバー
の伸縮機能を阻害する事が無い。
【００１１】
　更に、請求項５記載の発明のボールジョイント用ダストカバーによれば、ボールジョイ
ントの内側と外側との環境の違いに適した材質を選べるため、ダストカバーの信頼性を高
める事が出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る、ボールジョイント用ダストカバーの縦断面図。
【図２】本発明に係る第２の態様を縦断面で示した図。
【図３】従来技術に係るボールジョイント用ダストカバーの縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を実施するための形態について説明する。
　図１に示される様に、本発明に係るボールジョイント用ダストカバーの態様は、ボール
スタッド１の一端に形成された球頭部２がソケット３内に保持され、このボールスタッド
１の他端の軸部４はナックル５に締め付け固定され、一端大径開口部８がソケット３の外
周面に固定保持され、他端小径開ロ部１５が軸部４に嵌合保持された断面Ｌ字形状のリテ
ーナー６外周面に保持され、この大径開口部８と小径開口部１５とを連結している外側に
張り出した略鼓形状の膜部７を備える基本的構成を備えている。
【００１４】
　そして、一端７１１がリテーナー６に一体的に固着され、他端７１２がソケット３の外
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周面に固定保持された、膜部７の内側に存在する略鼓形状のゴム状弾性材製内側膜部７１
を備えている構成としている。
　この第１の態様においては、内側膜部７１の他端７１２は、ソケット３の外周面と、大
径開口部８内周面との間に、大径開口部８外周面に嵌合したスナップリング９により、締
め付け固定されている。
　更に、小径開口部１５の内周面には、リテーナー６外周面と密接するシールリップ部１
５１が形成されている。
【００１５】
　このことにより、二重膜構造においても、小径開口部１５の良好なシール機能を発揮出
来る為、膜部７と内側膜部７１との間隙に、水やダスト等が浸入し、ダストカバーの機能
が損なわれる事が無い。
　更に、内側膜部７１の肉厚は、膜部７の肉厚に比べ薄く形成されている。
　この為、二重膜構造においても、ダストカバーの伸縮機能が阻害される事が無い。
【００１６】
　ついで、図２に基づき、本発明に係る第２の態様を説明する。
　第１の態様と相違する点は、内側膜部７１の他端７１２が、ソケット３の外周面に嵌合
固定された圧入環７２に一体的に固着され、大径開口部８が圧入環７２の外周面に嵌合固
定される構成となっている点である。
【００１７】
　更に、大径開口部８には、圧入環７２の外周面と係合する係止環８１が埋設されている
。
　この為、大径開口部８におけるシール機能も、従来と同様の良好なシール機能を発揮出
来ると共に、二重膜構造においても、大径開口部８の抜け防止機能の信頼性を、より高め
る事が出来る。
【００１８】
　また、膜部７及内側膜部７１の材質は、クロロプレン等のゴム状弾性材や、ポリエステ
ル系エラストマー、熱可塑性ポリウレタン等の熱可塑性エラストマーから、適宜用途に合
わせ選択して使用される。
　更に、ボールジョイントの内側と外側との環境の違いに適した構成とする為に、内側膜
部７１の材質と、膜部７の材質とが異なる材質を使用する事により、ダストカバーの信頼
性を高める事が出来る。
【００１９】
　また、本発明は上述の発明を実施するための最良の形態に限らず本発明の要旨を逸脱す
ることなくその他種々の構成を採り得ることはもちろんである。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
　自動車の懸架装置及び操舵装置等に使用されるボールジョイントに使用できる。
【符号の説明】
【００２１】
１　　ボールスタッド
２　　球頭部
３　　ソケット
４　　軸部
５　　ナックル
６　　リテーナー
７　　膜部
８　　大径開口部
９　　スナップリング
１５　小径開口部
７１　内側膜部
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７２　圧入環
８１　係止環
７１１一端
７１２他端

【図１】 【図２】
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